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1. はじめに 

 前報(その５)では，安定的な活性度の改善手法に関す

る実験概要について報告した。本報(その６)では，安定

的な活性度の改善手法に関する実験結果および考察につ

いて報告する。 

 

2. 実験結果および考察 

2.1 NaOHとCa(OH)2の組合せが活性度に及ぼす影響(実験1) 

 図-1に，NaOHとCa(OH)2が活性度に及ぼす影響を示す。

図から分かるように，NaOHを添加せずCa(OH)2のみを添加

した供試体は，いずれも活性度の改善効果はまったくみ

られず，Ca(OH)2の添加量が増加すると活性度指数が低下

する傾向にある。一方，Ca(OH)2に加え，NaOHを添加する

と活性度の改善効果は著しく大きくなり，供試体F7-NH-

005C，F7-NH-010CおよびF7-NH-015Cでは活性度指数が

10％程度改善されている。とくに，F7-NH-015Cの活性度

の改善効果は著しく，活性度指数は15％以上改善されて

いる。これは，既報1)の実験結果を踏まえて考察すれば，

初期材齢の段階から与えられたCa(OH)2による影響と考え

られ，Ca(OH)2の存在により，NaOHの添加による活性度の

改善効果が促されたと考えられる。したがって，Ca(OH)2

の添加量が0.05～0.15％の範囲であれば，NaOHとCa(OH)2

を組み合わせて添加することで，既報2)で得られた実験結

果を再現する以上の，安定的かつ著しい活性度の改善効

果が得られると考えられる。なお，Ca(OH)2の添加量が

0.15％を超えると活性度指数は低下する傾向がみられる

が，これは，明らかではないが，Ca(OH)2の溶解度に関連

することが一因として考えられる。 

2.2 NaOHとCaSO4(2H2O)の組合せが活性度に及ぼす影響(実

験2) 

 図-2に，NaOHとCaSO4(2H2O)が活性度に及ぼす影響を示

す。図から分かるように，NaOHを添加せずCaSO4(2H2O)の

みを添加した供試体の活性度の改善効果は，実験1で示し

たCa(OH)2のみを添加した供試体と同様の傾向を示してお

り，活性度の改善効果はほとんどみられない。一方，

Ca(OH)2に加え，NaOHとCaSO4(2H2O)を組み合わせて添加し

た供試体の改善効果は，一様な傾向は示さないものの，

F7-NH-20Sでは，活性度指数が6％程度改善されている。

したがって，初期材齢の段階から与えられたCaSO4(2H2O)

による影響は，その添加量にもよるが，NaOHの活性度の

改善効果を促す可能性が若干あると考えられる。しか

し，2.1節で述べたNaOHとCa(OH)2の組合せによる活性度指

数と比較すると，活性度の改善効果が小さいこと， 

CaSO4(2H2O)の添加量によって活性度が大幅に変動するこ

となどを踏まえると，活性度の改善手法としては有効的

であるとは考えにくい。 

図-3 NaOHとCa(OH)2・CaSO4(2H2O)が
活性度に及ぼす影響(実験3)

図-1 NaOHとCa(OH)2が活性度 
に及ぼす影響(実験1) 

図-2 NaOHとCaSO4(2H2O)が活性度
に及ぼす影響(実験2) 
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2.3 NaOHとCa(OH)2およびCaSO4(2H2O)の組合せが活性度に

及ぼす影響(実験3) 

 図-3に，NaOHとCaSO4(2H2O)およびCaSO4(2H2O)の組合せ

が活性度に及ぼす影響を示す。図から分かるように，

NaOHとCaSO4(2H2O)およびCaSO4(2H2O)の組合せによる活性

度の改善効果は，いずれも一様な傾向を示さず異なる傾

向を示している。このような傾向は，既報3)においても確

認されている。しかし，供試体F7-NH-005C-28S，F7-NH-

010C-20S，F7-NH-015C-16S，およびF7-NH-015C-20Sは活

性度の改善効果が著しく，活性度指数が10％以上改善さ

れている。これらは，図-2に示したように，NaOHと

CaSO4(2H2O)の組合せのみでは活性度の改善効果は小さい

が，Ca(OH)2を加えることで良好な活性度の改善効果が得

られることを示唆している。したがって，CaSO4(2H2O)

は，NaOHとCa(OH)2との組合せ方によっては，著しい活性

度の改善効果が得られると考えられる。しかし，Ca(OH)2

とCaSO4(2H2O)の添加量，すなわち，組合せ方によって

は，活性度指数が大幅に低下することもあり，実験2で得

られた結果と同様で，活性度の改善手法としては有効的

であるとは考えにくい。 

このように，実験1，2の考察や実用面をも踏まえる

と，安定的かつ良好な活性度の改善効果が得られるNaOH

とCa(OH)2による組合せ方が，最も有効的な改善手法であ

ると考えられる。 

2.4 セメントの生産ロットの違いが活性度の改善効果に

及ぼす影響 

 図-4に，セメントの生産ロットの違いが圧縮強さに及

ぼす影響を示す。図から分かるように，セメントの生産

ロットの違いによりOPCの圧縮強さに違いはあるものの，

活性度の改善効果には一様の傾向がみられる。これよ

り，2.1節で述べたNaOHとCa(OH)2による組合せ方は，セメ

ントの生産ロットの違いによる影響は小さく再現性もあ

り，安定的かつ良好な活性度の改善効果が得られる最も

有効的な改善手法であるといえる。 

 

3. まとめ 

 本研究では，FAの安定的な活性度の改善手法を得るこ

とを目的とし，Ca(OH)2とCaSO4(2H2O)の添加量，および

NaOHとの関連性に着目した実験的な検討を行った。一連

の実験結果から，以下の知見を得た。 

 1)NaOHとCa(OH)2を組み合わせて添加することで，既往

の研究結果2)を再現するとともに，著しい活性度の改

善効果が得られる。 

 2)NaOHとCaSO4(2H2O)の組合せは，CaSO4(2H2O)の添加量

によっては比較的良好な活性度の改善効果が得られ

る可能性がある。 

3)NaOHとCa(OH)2およびCaSO4(2H2O)の組合せは，Ca(OH)2

とCaSO4(2H2O)の添加量によっては良好な活性度が得

られる可能性があるが，添加量の違いによる活性度

の改善効果の変動が大きい。 

4)セメントの生産ロットの違いが活性度の改善効果に

及ぼす影響は小さく，NaOHとCa(OH)2の組合せは再現

性のある安定した活性度の改善効果を示す。 

 

 また，実用面を考慮すると，安定的かつ良好な活性度

の改善効果が得られるNaOHとCa(OH)2による組合せが，最

も有効的な改善手法であるといえる。 

 今後は，活性度の改善効果に関するメカニズムを明ら

かにするとともに，FAの置換率を実験要因とした実験を

行い，セメント代替材とする検討を試みたいと考えてい

る。 
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